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　とある町工場があった。工場のラインでは、機械がフル稼働していた。ベルトコンベアー上に、完成品が並ぶ。最後の工程でカプセルに入れられた。
「我が社の新しい製品が完成した」
「工場長、ついにやりましたね」
「ここまで、実に長くかかった」
「これがあれば、外国と対等に戦えますね」
とても小さな機械だった。軽過ぎて、鼻息でも吹き飛びそうだ。電子顕微鏡でみると、まん丸い体に一本のアームが付いている。外側のカプセルは見えるが、ロボット本体は肉眼で見えない。包装パッケージのまま、箱の中に入れた。
「名前はどうしますか」
「ゲーデバリシリアス２１」
「ゲーデバリシリアスシリーズの２１試作機ということでしょうか」
「試作機？」
「これこそが完成品、２０までとは訳が違う」
「どのような用途につかえますか」
「医療、洗脳、殺人」
「人間の体の中に入り込めるのですね」
「そうだ」
「恐ろしい」
「使い方を間違えれば、恐ろしい殺人兵器だ」
「工場長は、この製品をどの分野へ売り込むつもりで」
「医療である。病気で苦しんでいる人を、幸せにしたい」
「なるほどです。では明日、アメリカ軍海兵隊基地へ売り込みにいきます」
「よろしく頼む」

　アメリカ軍海兵隊基地。白い看板に明記してある。関係者以外立ち入り禁止、不審者侵入の際は射殺します。基地は、金網と電気の通った有刺鉄線で囲まれている。ゲートは、ライフルを持ったアメリカ兵が厳重に警備していた。近年テロ行為の増加傾向にある。
「工場の者です。中に入りたいのですが」
「ジャパニーズ、キョカショアルカ？」
首からぶら下げてある、許可証を渡した。
「オッケー」
「アメリカ軍の司令官はいますか？」
「コウホウタントウヲ、ヨビマショウ」
アメリカ兵は、電話機の受話器を持ち上げ、電話を掛けてくれた。
「マッテテクダサイ」
しばらく待つと長身で、サングラスに、葉巻を加えた男が現れた。
「ワタシガ、コウホウタントウ、ワトソンです」
「始めまして」
「オウセツシツ二、アンナイシマス」
後方担当も列記とした軍人、軍服を着用し腰には銃がさしてある。

殺風景な部屋に、窓が無い。作戦会議用の部屋だろうか。
「ドウゾ、オスワリクダサイ」
「こちらが、弊社が開発した医療用機械です」
「イリョウヨウキカイ？」
パッケージを出した。カプセルしか見えない。
「カプセルシカアリマセンネ」
「いえ、カプセルの中に入っています。中身は電子顕微鏡でないと見えませんが」
「マイクロサイズ？」
「そうです」
「ナニコレ？」
「医療用機械です」
「ノム？」
「服用して使います。体の内部の病気であれば治ります。害はありません」
「ケガニンノム？」
「そうですね、試されますか？」
「キュウゴシツヘアンナイシマス」余り信用されてないようで、口調がたんたんとしていた。
後方担当は、葉巻を灰皿で消すと、席を立った。

救護室では、多くの怪我人がいた。骨折した者、失明した者、腱鞘炎、さまざまだ。禁煙マークが壁に貼ってあった。後方担当は、男を紹介した。
「マイケルハ、センコウダンヲアビテ、シツメイシマシタ」
「ワタシハマイケル、メガミエナイ」短髪の黒人だった。
片目に、白い眼帯が巻いてある。
「わたしは、工場の者です。マイケルさんは目が見えないのですね」
「カプセルを、パッケージから押し出した。これを飲んで下さい」
「ナンデスカ？」
「治りますよ」
「ナオル？」
カプセルを、マイケルの手のひらに乗せた。
「シンジラレナイ」
「弊社の自信作です」
半信半疑でカプセルを飲み込んだ。水で食道に押し流す。
「ナオッテナイ」
「焦らないで下さい。カプセルが消化されてから、機械が治療に向かいます」
「ドノグライマツ？」
「胃から目までの距離を考えて、二日ですね」
「ワカッタ」
マイケルは日課となっている昼寝を始めた。
「コウホウタントウ。わたしは、これで帰ります。治療の結果を、後日知らせて下さい」
「オッケー」

　二日後、マイケルは白い眼帯を外した。ゆっくり目を開ける。９０度の暗闇に、光りが認識できた。
「コウホウタントウ、ミテクダサイ」
マイケルの目は、正常な色をしていた。
「ドウシタ？」
「ミエルンデス」
手元にあった本のページを開く、色や文字が識別できた。
「オドロイタナ」
「ジャパニーズ、ワンダフル！！」二人は一緒に興奮する。
「ホカノカンジャニモ、ノマセマショウ」
後方担当は、他の患者にカプセルを与えた。

マイケルは、目のリハビリを終えると、基礎体力作りを始めた。銃火器の訓練も受ける。全てのカリキュラムを済ませ、人を殺すために戦場へ旅立った。
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